
QRコードから
スマホで質問
の内容や録画
が見られます。

9月定例会　10人の議員が一般質問

QRコードから
スマホで質問
の内容や録画
が見られます。

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
に

学
び
の
確
保
を

Q
公
立
小
中
学
校
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
が
令

公
立
小
中
学
校
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
が
令

和
元
年
度
か
ら
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
ど

和
元
年
度
か
ら
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

A
近
年
、不
登
校
を
原
因
と
し
た
長
期
欠
席
児

近
年
、不
登
校
を
原
因
と
し
た
長
期
欠
席
児

童
生
徒
数
は
、増
加
傾
向
で
す
。全
国
的
に

童
生
徒
数
は
、増
加
傾
向
で
す
。全
国
的
に

２
０
１
６
年
度
か
ら
増
加
が
顕
著
に
な
り
、特
に
２

２
０
１
６
年
度
か
ら
増
加
が
顕
著
に
な
り
、特
に
２

０
２
０
年
度
か
ら
増
加
率
が
一
層
高
く
な
っ
て
い
ま

０
２
０
年
度
か
ら
増
加
率
が
一
層
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。香
取
市
は
全
国
平
均
か
ら
比
べ
る
と
不
登
校
を

す
。香
取
市
は
全
国
平
均
か
ら
比
べ
る
と
不
登
校
を

原
因
と
し
た
長
期
欠
席
者
の
発
生
率
が
半
分
以
下
の

原
因
と
し
た
長
期
欠
席
者
の
発
生
率
が
半
分
以
下
の

割
合
で
す
が
、実
際
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
対
し

割
合
で
す
が
、実
際
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
対
し

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

Q
不
登
校
の
児
童
生
徒
の
支
援
を
行
う
香
取
市

不
登
校
の
児
童
生
徒
の
支
援
を
行
う
香
取
市

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」が
小
見
川
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
佐
原

ョ
ン
」が
小
見
川
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
佐
原

地
区
に
も
設
置
で
き
な
い
か
。

地
区
に
も
設
置
で
き
な
い
か
。

A
佐
原
地
区
の
児
童
生
徒
の
中
に
も
利
用
希
望

佐
原
地
区
の
児
童
生
徒
の
中
に
も
利
用
希
望

者
が
一
定
数
見
ら
れ
る
た
め
、開
設
に
向
け

者
が
一
定
数
見
ら
れ
る
た
め
、開
設
に
向
け

て
は
今
後
も
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

て
は
今
後
も
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

空
き
地
に
繁
茂
し
た
雑
草
等
の
対
策
を

Q
空
き
地
に
繁
茂
し
た
雑
草
等
の
対
策
と
し
て

空
き
地
に
繁
茂
し
た
雑
草
等
の
対
策
と
し
て

地
権
者
に
指
導
、勧
告
、命
令
、そ
し
て
行
政

地
権
者
に
指
導
、勧
告
、命
令
、そ
し
て
行
政

代
執
行
が
で
き
る「
空
き
地
に
繁
茂
し
た
雑
草
等
の

代
執
行
が
で
き
る「
空
き
地
に
繁
茂
し
た
雑
草
等
の

除
去
に
関
す
る
条
例
」の
制
定
が
必
要
だ
と
考
え
る

除
去
に
関
す
る
条
例
」の
制
定
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、見
解
は
。

が
、見
解
は
。

A
「
空
き
地
に
繁
茂
し
た
雑
草
等
の
除
去
に
関

「
空
き
地
に
繁
茂
し
た
雑
草
等
の
除
去
に
関

す
る
条
例
」の
制
定
に
つ
い
て
は
、国
の
動

す
る
条
例
」の
制
定
に
つ
い
て
は
、国
の
動

向
や
他
自
治
体
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、引
き
続
き
調

向
や
他
自
治
体
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、引
き
続
き
調

査
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

査
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

婚
活
支
援
事
業
の
復
活
を

Q
未
婚
化
・
晩
婚
化
の
対
策
と
し
て
、香
取
市

未
婚
化
・
晩
婚
化
の
対
策
と
し
て
、香
取
市

が
運
営
す
る
婚
活
支
援
事
業
を
再
開
で
き
な

が
運
営
す
る
婚
活
支
援
事
業
を
再
開
で
き
な

か
。
か
。A

令
和
元
年
度
ま
で
香
取
市
が
実
施
し
て
い
た

令
和
元
年
度
ま
で
香
取
市
が
実
施
し
て
い
た

婚
活
事
業「
か
と
り
縁
結
び
大
作
戦
」は
、平

婚
活
事
業「
か
と
り
縁
結
び
大
作
戦
」は
、平

成
3030
年
度
の
市
民
事
業
仕
分
け
の
結
果
を
受
け
事
業

年
度
の
市
民
事
業
仕
分
け
の
結
果
を
受
け
事
業

を
廃
止
し
ま
し
た
。こ
れ
は
市
民
の
意
見
を
反
映
し

を
廃
止
し
ま
し
た
。こ
れ
は
市
民
の
意
見
を
反
映
し

た
も
の
で
、事
業
を
再
開
す
る
た
め
に
は
、十
分
な

た
も
の
で
、事
業
を
再
開
す
る
た
め
に
は
、十
分
な

議
論
や
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。香
取
市
の
事
業

議
論
や
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。香
取
市
の
事
業

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、現
在
、「
一
山
ま
ち
づ
く
り
協

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、現
在
、「
一
山
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
」と「
小
見
川
中
央
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

議
会
」と「
小
見
川
中
央
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

が
連
携
し
、結
婚
相
談
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

が
連
携
し
、結
婚
相
談
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、令
和
６
年
度
は
、移
住
定
住
を
担
当
す
る
香

ま
た
、令
和
６
年
度
は
、移
住
定
住
を
担
当
す
る
香

取
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
中
心
と
な
り
、香
取
市

取
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
中
心
と
な
り
、香
取
市

と
連
携
し
て
婚
活
ツ
ア
ー
を
実
施
予
定
で
、さ
ら
に

と
連
携
し
て
婚
活
ツ
ア
ー
を
実
施
予
定
で
、さ
ら
に

千
葉
県
で
は
メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用
し
た
婚
活
事
業
を

千
葉
県
で
は
メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用
し
た
婚
活
事
業
を

令
和
６
年
９
月
に
実
施
予
定
で
す
。こ
う
し
た
活
動

令
和
６
年
９
月
に
実
施
予
定
で
す
。こ
う
し
た
活
動

や「
地
域
少
子
化
対
策
重
点
推
進
交
付
金
」を
活
用
し

や「
地
域
少
子
化
対
策
重
点
推
進
交
付
金
」を
活
用
し

た
他
自
治
体
の
状
況
を
調
査
し
、香
取
市
と
し
て
の

た
他
自
治
体
の
状
況
を
調
査
し
、香
取
市
と
し
て
の

婚
活
支
援
の
方
向
性
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

婚
活
支
援
の
方
向
性
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

田
た

代
しろ

 一
かず

男
お

議員

Q
市
民
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
飲
料
水
で
す
。

市
民
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
飲
料
水
で
す
。

合
併
以
前
か
ら
地
下
水
汚
染
が
あ
る
地
域
が

合
併
以
前
か
ら
地
下
水
汚
染
が
あ
る
地
域
が

あ
り
、水
質
検
査
の
結
果
に
よ
っ
て
水
道
事
業
の
要

あ
り
、水
質
検
査
の
結
果
に
よ
っ
て
水
道
事
業
の
要

望
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。水
道
の
加
入
状
況
は
。

望
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。水
道
の
加
入
状
況
は
。

A
事
業
認
可
区
域
の
住
民
基
本
台
帳
世
帯
数

事
業
認
可
区
域
の
住
民
基
本
台
帳
世
帯
数

に
対
す
る
給
水
世
帯
数
の
割
合
は
、平
成

に
対
す
る
給
水
世
帯
数
の
割
合
は
、平
成

1919
年
３
月
末
、佐
原
地
区

年
３
月
末
、佐
原
地
区
6868
・
4747
％
、小
見
川
・
山
田

％
、小
見
川
・
山
田

地
区
地
区
8989
・
7777
％
、栗
源
地
区

％
、栗
源
地
区
7070
・
6565
％
で
し
た
。水
道

％
で
し
た
。水
道

統
計
調
査
で
は
、事
業
認
可
区
域
内
人
口
に
対
す

統
計
調
査
で
は
、事
業
認
可
区
域
内
人
口
に
対
す

る
給
水
人
口
の
水
道
普
及
率
は
全
体
で
平
成

る
給
水
人
口
の
水
道
普
及
率
は
全
体
で
平
成
1919
年

３
月
末

３
月
末
8383
・
７
％
が
令
和
６
年
３
月
末

・
７
％
が
令
和
６
年
３
月
末
8282
・
７
％
で

・
７
％
で

し
た
。

し
た
。

Q
加
入
促
進
の
指
導
状
況
は
。

加
入
促
進
の
指
導
状
況
は
。

A
新
規
水
道
管
布
設
工
事
の
際
に
、隣
接
住
民

新
規
水
道
管
布
設
工
事
の
際
に
、隣
接
住
民

へ
文
書
の
郵
送
や
個
別
訪
問
で
加
入
を
進
め

へ
文
書
の
郵
送
や
個
別
訪
問
で
加
入
を
進
め

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

Q
自
家
用
飲
料
水（
井
戸
水
）の
検
査
の
進
め
方

自
家
用
飲
料
水（
井
戸
水
）の
検
査
の
進
め
方

は
。
は
。

A
対
象
の
自
治
会
で
希
望
者
の
取
り
ま
と
め
後
、

対
象
の
自
治
会
で
希
望
者
の
取
り
ま
と
め
後
、

サ
ン
プ
ル
を
抽
出
し
、検
査
機
関
に
分
析
を

サ
ン
プ
ル
を
抽
出
し
、検
査
機
関
に
分
析
を

依
頼
し
て
い
ま
す
。検
査
結
果
が
不
適
合
の
場
合
に

依
頼
し
て
い
ま
す
。検
査
結
果
が
不
適
合
の
場
合
に

は
飲
用
指
導
の
ほ
か
、浄
水
器
の
設
置
や
補
助
制
度

は
飲
用
指
導
の
ほ
か
、浄
水
器
の
設
置
や
補
助
制
度

の
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

の
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

Q
水
道
施
設
統
廃
合
事
業
を
進
め
る
要
因
は
。

水
道
施
設
統
廃
合
事
業
を
進
め
る
要
因
は
。

A
各
給
水
場
の
施
設
の
統
廃
合
や
老
朽
化
し
た

各
給
水
場
の
施
設
の
統
廃
合
や
老
朽
化
し
た

小
見
川
浄
水
場
の
全
面
改
修
を
行
い
、水
道

小
見
川
浄
水
場
の
全
面
改
修
を
行
い
、水
道

水
の
供
給
の
安
定
性
、施
設
の
効
率
性
を
向
上
さ
せ

水
の
供
給
の
安
定
性
、施
設
の
効
率
性
を
向
上
さ
せ

る
と
と
も
に
、耐
震
化
を
図
り
、災
害
に
強
い
水
道

る
と
と
も
に
、耐
震
化
を
図
り
、災
害
に
強
い
水
道

を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
の
完
全
無
償
化
実
施
時
期
は

Q
県
内
で
は
す
で
に

県
内
で
は
す
で
に
1515
市
町
村
が
無
償
化
を

市
町
村
が
無
償
化
を

実
施
し
て
い
ま
す
。学
校
給
食
法
で
は
、給

実
施
し
て
い
ま
す
。学
校
給
食
法
で
は
、給

食
は
教
育
の
一
環
と
位
置
づ
け
、給
食
費
も
教
科
書

食
は
教
育
の
一
環
と
位
置
づ
け
、給
食
費
も
教
科
書

同
様
に
公
費
負
担
と
す
べ
き
無
償
化
は
国
が
実
施

同
様
に
公
費
負
担
と
す
べ
き
無
償
化
は
国
が
実
施

す
べ
き
施
策
で
す
。８
月
に
は
市
内
の
２
団
体
が
小

す
べ
き
施
策
で
す
。８
月
に
は
市
内
の
２
団
体
が
小

学
校
全
学
年
の
無
償
化
の
実
施
を
求
め
て
い
ま
す
。

学
校
全
学
年
の
無
償
化
の
実
施
を
求
め
て
い
ま
す
。

無
償
化
を
国
の
制
度
と
す
る
よ
う
に
と
国
へ
要
請

無
償
化
を
国
の
制
度
と
す
る
よ
う
に
と
国
へ
要
請

す
る
よ
う
多
く
の
署
名
が
市
長
に
提
出
さ
れ
て
い

す
る
よ
う
多
く
の
署
名
が
市
長
に
提
出
さ
れ
て
い

ま
す
。無
償
化
が
実
施
さ
れ
た
対
象
児
童
数
は
全
体

ま
す
。無
償
化
が
実
施
さ
れ
た
対
象
児
童
数
は
全
体

の
何
割
か
。

の
何
割
か
。

A
無
償
化
の
現
状
は
、令
和
６
年
８
月
現
在
、

無
償
化
の
現
状
は
、令
和
６
年
８
月
現
在
、

小
学
生
３
９
１
人
、中
学
生
１
２
１
３
人
、

小
学
生
３
９
１
人
、中
学
生
１
２
１
３
人
、

第
３
子
以
降
が
４
１
７
人
と
全
体
で
、２
０
２
１
人

第
３
子
以
降
が
４
１
７
人
と
全
体
で
、２
０
２
１
人

と
な
り
、約

と
な
り
、約
5050
・
６
％
と
な
り
ま
す
。

・
６
％
と
な
り
ま
す
。

Q
対
象
外
児
童
数
の
無
償
化
の
時
期
は
。

対
象
外
児
童
数
の
無
償
化
の
時
期
は
。

A
無
償
化
に
要
す
る
費
用
は
年
間
約
２
億
４
４

無
償
化
に
要
す
る
費
用
は
年
間
約
２
億
４
４

３
９
万
円
余
り
に
な
り
ま
す
。国
、県
の
動

３
９
万
円
余
り
に
な
り
ま
す
。国
、県
の
動

向
を
見
な
が
ら
財
源
の
確
保
に
努
め
、完
全
無
償
化

向
を
見
な
が
ら
財
源
の
確
保
に
努
め
、完
全
無
償
化

を
目
指
し
ま
す
。

を
目
指
し
ま
す
。

Q
地
元
産
食
材
の
利
用
は
。物
価
高
騰
へ
の
対

地
元
産
食
材
の
利
用
は
。物
価
高
騰
へ
の
対

応
は
。

応
は
。

A
食
育
を
推
進
す
る
国
、県
の
取
り
組
み
の
も

食
育
を
推
進
す
る
国
、県
の
取
り
組
み
の
も

と
可
能
な
限
り
地
元
産
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

と
可
能
な
限
り
地
元
産
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
当
初
予
算
で
は
、物
価
高
騰
対
策
で
、

令
和
６
年
度
当
初
予
算
で
は
、物
価
高
騰
対
策
で
、

給
食
材
料
費
を

給
食
材
料
費
を
1515
％
増
額
し
て
計
上
し
、保
護
者
負

％
増
額
し
て
計
上
し
、保
護
者
負

担
を
増
や
す
こ
と
な
く
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

担
を
増
や
す
こ
と
な
く
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

Q
完
全
無
償
化
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
要
因
は
。

完
全
無
償
化
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
要
因
は
。

A
主
に
無
償
化
の
対
象
拡
充
に
伴
う
負
担
増
等

主
に
無
償
化
の
対
象
拡
充
に
伴
う
負
担
増
等

や
対
応
す
る
予
算
の
多
く
を
国
の
臨
時
交
付

や
対
応
す
る
予
算
の
多
く
を
国
の
臨
時
交
付

金
等
を
財
源
と
し
て
い
る
た
め
で
す
。

金
等
を
財
源
と
し
て
い
る
た
め
で
す
。

佐
さ

藤
とう

 好
よし

文
ふみ

議員

香
取
市
の

水
道
加
入
率
の
現
状
は

かとり市議会だより No.75かとり市議会だより No.75 1415


